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　今年も食中毒発生の多い季節（梅雨～初秋）がやってきました。
　これからの季節、早く食べ物が傷んでしまうので、特に気をつけてくださいね。
　食中毒は、原因菌・ウイルス等が口から入ることで起こります。主に、吐き気・嘔吐・腹痛・下痢
などの症状が起こります。しかし、時には重症化したり、死亡してしまう例もあります。
　変なにおいがなければ・・・、食べる前に加熱すれば・・・、冷蔵庫に入れていれば・・・と思っ
ていませんか？食中毒は、私たちの身の回りのあらゆる所に潜み、ちょっとした油断を狙って、感染
のすきをうかがっています。
　みなさんのご家庭で、食中毒予防ができているかを次の項目でチェックしてみましょう！
　普段の食事づくりを振り返ってみてください。

①　食材は新鮮ですか？
②　食品に応じて、正しく保存していますか？
③　調理前に、手を洗いましたか？
④　台所は清潔ですか？
⑤　食品をよく洗って加熱していますか？
⑥　できあがった料理を放置していませんか？

 　 

食中毒予防の３つのポイント
１．菌をつけない：丁寧な手洗いを
２．菌を増やさない：すぐに冷蔵・冷凍庫へ（冷蔵10℃以下　冷凍－15℃以下）
３．菌を殺す：中心部まで十分な加熱を

もし、食中毒かな、と思ったら・・・
●医療機関での早めの受診！
　特に抵抗力の弱い乳幼児や高齢者は重症化する前に早めに医療機関へ行くようにしましょう。
●家庭では…
　下痢や嘔吐を繰り返した身体は水分が不足し、脱水症状を起こしやすい状態にあります。スポーツ
ドリンク等を上手く活用しながら、水分補給と適当な塩分、糖分などの補給を心がけましょう。
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★補助金額
　町・県　→　耐震補強工事などに係る費用の約３分の２の額（最高90万円）
　　国　　→　⑴一般木造住宅
　　　　　　　　工事費×11.5％（最高40万円）
　　　　　　　※　町・県（最高90万円）　＋　国（最高40万円）　＝（最高130万円）
　　　　　　　⑵指定避難路沿いの住宅の場合　
　　　　　　　　工事費（32,600円／㎡が限度額）×１／３（最高90万円）
　　　　　　　※　町・県（最高90万円）　＋　国（最高90万円）　＝（最高180万円）

　　　　　　　※　国からの補助金は上記⑴⑵のいずれか対象

★必要書類
　・申請書（産業建設課窓口で配布）　・印鑑　　・木造住宅耐震診断判定書
　・対象事業の用件を証する書類（住民票の写し等）

【注意事項】　　　　 　   　 
　補強事業費補助金を受けるには、工事契約を行う前に必ず申請が必要になります。
　申請前に工事店と契約を行った場合、補助金を受ける事はできません。

問い合わせ先　産業建設課　TEL 377－5658

　書類等を確認し、補助の対象になるかどうかを確認させていただ
きます。

　申請書のほかに添付書類（見積書・耐震診断結果報告書・補強計
画書（判定書含む）等）を一緒に提出していただきます。内容を審
査し、補助金交付決定通知が届きましたら、耐震補強工事の着手を
して下さい。

　工事に変更等があれば必要に応じて提出していただきます。

　耐震補強工事完了後、実績報告書と添付書類（工事契約書・領収
書・工事中の写真・補強後の耐震診断書等）を提出していただきま
す。

　実績報告書を審査し、補助金交付確定通知が出ます。補助金交付
請求書に必要事項を記入し、提出して下さい。その後、指定された
口座に補助金が振り込まれます。

事前相談

補助金交付申請書

変更等承認申請書

実績報告書

補助金請求書

朝日町木造住宅耐震補強事業費補助金の流れ

気をつけよう！

食中毒


